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論文内容の要旨

本論文は，二回線送電の停止回線の誘導電圧に関する研究の成果を取りまとめたもので以下の 6 章から

構成されている。

第 l 章は序論であり，送電線の誘導問題の背景を述べ.本論文の研究の目的と重要性を明らかにしてい

る。

第 2 章では，本研究に用いた基本的な数学的手法を説明している。すなわち，多導体系の基本パラメー

タマトリクスの計算法 送電系統定常状態の計算法および過渡状態の解析手法について述べている。

第 3 章ではJ500kV二回線送電線の停止回線の誘導電圧に与える導体高さ，電線下樹木および地形

の影響が極めて大きいことを明らかにしている。まず.模擬実験で，電線下樹木には静電遮蔽効果があり，

実効導体高さを低減する作用があることを検証している。その結果，山地を通過する EHVおよびUHV

送電線の誘導電圧を計算するために，線路並列アドミタンスマトリクスを構築する場合，電線下樹木と地

形の影響を十分に考慮する必要があると結論している。本章の後半では，修正フーリエ数値逆変換法を用

い，誘導電圧が原因で線路作業者の人体に流れる過渡接触電流を解析している。その結果，電線下樹木と

地形の影響は，人体過渡接触電流を大轄に増大させること，また，人体の感電という点からは接触電流の

定常成分の方が，過渡成分より危険であることを明らかにしている。

第 4 章では，停止回線開閉器の開閉動作による開閉器過渡電流・電圧を解析している。その結果，開閉

動作と誘導電圧の位相の関係が開閉器に流れる最大過渡電流を決定する大きい要因となり，開閉器に加わ

る最大過渡電圧は定常電圧値の 2 倍程度となる可能性があることを見い出しているo また，停止回線開閉

過渡現象も線路下の樹木および地形の影響を強く受ける乙とを示している。

向
。nu 
no 



第 5 章では，様々な地形を含む山岳地通過送電線の線路定数を計算する一つの近似法として最短距離鏡

像法を提案している。提案している方法と従来の方法(平均距離鏡像法)の比較を行い，提案している方

法は山岳地の地形を反映し，より厳密な結果を与える乙とおよび従来の方法でも，精度はやや低いが，実

用上は十分使用できることを明らかにしている。

第 6 章では，二回線送電線の停止回線の誘導電圧に関して，第 2 章から第 5 章までの研究結果を総括し，

結論を述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，新しく建設される UHV送電線路の設計，運用および保守の合理化を計るために必要な二回

線送電線の停止回線の誘導電圧の予測計算が電線下樹木と地形の両因子を考慮して行える手法を提案した

もので，得られた主な成果は次の通りであるo

(1) 誘導電圧の計算に必要な多導体系の基本パラメータマトリクスは，谷越えなど複雑な地形が関与する

場合であっても，最短距離鏡像法によって決定できることを示している。

(2) 電線下樹木が静電遮蔽効果を有することを電界センサーと光学的手法を用いて実験的に見い出してい

る。この効果は，電線の実効地上高さをほぼ樹木の高さ分低減させ，相聞の不平衡度を助長するため，

停止回線の誘導電圧を 2 倍程度に増大させる場合がある乙とを 500kV二回線送電線における誘導電

圧の実視.IJ値と計算値を比較することによって確かめている。

(3) 修正フーリエ数値逆変換法を用い，誘導電圧が原因で線路作業者の人体に流れる過渡接触電流波形を

計算することに成功しているo そして，計算波形を分析することにより，人体の感電という点からは接

触電流の過渡成分よりも定常成分の方が危険側に作用する乙とを見い出している。また.この計算結果

を用い，接地開閉器の接地間隔が検討できることを示している。

(4) 誘導を受ける停止回線の開閉動作と誘導電圧の位相の関係を解析し開閉器の過渡電圧・電流波形の

特徴を明らかにすると共に，その波形にも線路下の樹木および地形の影響が大きくあらわれることを示

しているo

以上のように，本論文は，樹木と地形の両因子を考慮した二回線送電線の停止回線誘導電圧の予測計算

手法を提案し，誘導電圧とそれに関係する線路作業者の安全問題や接地開閉器の定格および設置間隔の決

定問題が合理的に検討できることを示し， UHV送電線路の設計，建設および保守に関し貴重な知見を与

えており，電気工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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